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なお,オペラソト形成手続きに入ってからは,突扱中

にもちいる100個の大豆 (約37g)以外には水しか与えな
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3.研 究 会
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期 日;1972年7月1日～3日
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要抑王.この国土にendemicたこホソザルという唖がい

るという小火であり,ニホソザルの種,とくに自然個体
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約1日

研死金の趨目視明:刀r泣 (荊大･盟F<研)･鈴木兄

(n火･盟r{研).志望て花田地相谷 :m'田英士(地
右沃谷野拭公苑).拐河原:村松正放 (マカタ研).村
井･没Ti'･Jlt村佼花 (京大 ･in技研),打崎山:四

部四辻 (京大･EZF<研),脱LIJ:突出竹岡 (大阪1J'

大･皿),串良:茶杓代 (京大･盟Jを研),臥牛LLI:
青虫虫の (仰岡女子大),日光 :三油y!倍 (文京n
エ大･良),霊仙山:大沢秀行 (京大 ･霊長研),帝

釈吠 :欄外慈- (京大･理),香春岳 :岩本俊孝(九

大･理),勝山:藤非尚教 (阪大･文).都井岬 :究

滋,屋久島 :究滋｡

折2日

下北の調査報告:萩治 (大間小学校)･9!乾 ･足沢

月収 (京大 ･盟F<研),房総の調査報告 :岩野黍三

(刀と大･理)･上原現F'(京大･理)･打.彬 欣-(別

大･凸), 日本打砕愛菰迎班の歴史と総括:広粁銚

(日本モソキー･セソクー).各地の現状報告一缶

取:水原洋城 (日本モソキー･七ソクー).飢切お
よび餌付けをめ(･る怖問題｡

第3日

餌付け群での布型偶作の発現 ･原田等の問題,研死

金の今後の進めプ).

これらの討約から多数の的点がふき出した｡とくに.

何付け郡に関しては糾すけによる佃休数の増大が popu_

lationproblem としてのみ項り上げられがちであるが,

知ま℡理の現念.托常の方向づけ,経常のあり方の問題

が伏在していること,さらに田付けと同時に生息現暁の

攻城が進行したことを見蒋してはならぬこと,これらを

含めたトータルな開成として,糾付け郡の生態管理のあ
るべき方向を考えるためにPt料を整附する必要などが折

柄された｡

従来の一般的すう執王,島牧行政の一群として,餌付

けによる<保護>ライソがしかれ観光利用と密若し,そ

れに財政的基盤を依存する形で<餌付け>が進められ

たoニホソザルの保証といえは<餌付け>すればよいと

いう短枯した安上りの考え方が社会的に定着してしまっ

た感がある｡

その-Jjで.エホソザルの生息環境のもっとも安定し

た部分な占めていた奥地天然林の破班が,これまた国節

として急辻に犯行した｡これらの経穴は.多少のタイム

･ラグと炎研効火な伴ってすでに.あるいは今按も現わ

れつづけるであろう｡このような情況のなかで.ニホソ

ザル,ひいては陛はの中･大型榔乳動物とヒトとの関係

をどう考えてゆくべきであるのか.木研究会の探題はお

そらくそこまでゆきつかねばならない.その作文に耐え

るだけの茄宍な托料と討論を封fみ誼ねてゆくための一つ

の切として,この研究会は苑足なみた｡北村の祝皿であ

るという罷.mは参加者のそれぞれのうちに深められたこ

とであろう｡

研究会形式としては初めての訳みであり呼臥 迎田の
上で不手ぎわは多 あ々った｡それにもかかわらず初回か

ら白熱の約故が展開された｡参加老FZl･氏のたh忠に交えら
れて.ともかく約1回の公介な終えることができた.す
べては,今後の渉みにかかっている｡

(文穴 jJt 故)

行動観察の基本的方法と記述の

客観化

期 日1.節1回 1972年10月9日

約2回 // 12月9日

那3円 1973年･2J15日

折4回 〃 3Jl19日

参加者 (固定}ソパーのみ)

校本知郎(n大･白然人肌),乗越伯司,西田悠市(班
上大阪市大･吐物).水田f-Tl城,抑守汀夫 (以上.日本

モソキ一･七t/クー),糸mJr旧格.鵜飼m行.何撒弘,

山口防機,碓胴笥放.杉野欽市,田川多FiL子,^払多恕

千,早川締,m北部宏 (以上.駁大 ･心理).班見千杓
千 (お茶の水女子大 ･家政).岡野恒也 (静岡大).佐木

良子,坂本文子 (以上.明HLli大),虫伏杓子,井沢允

千,況野俊夫,四IW田達.森 附 ℃(以上.京大･班長
釈)｡

以上の他に所外およびITT内より数名が随時参加したo

この研究会は例年皮(46年皮)からの継杭であり,メ
ソ':-も前年兜と殆ど同じであった｡帆年皮の5回の研

究会の総括(年報 Vol.2参附)の上にたって,今年皮
は共通のテーマに沿って行なった｡テーマは ｢母一子関

係｣で,節1回の研究会終了後,参加者にアソケートを

出して決めた｡研究会の報告は別に印刷中であり,ここ

には発表題目と発表者のみをあげておく｡

節1回

糸魚川 :勝山集団のオスの行動について

節2回

母一子関係 (1)

①窒伏･井探･四郎:R.A.Hinde連の研究紹介
◎耐:H.F.Harlow連の研究紹介

折3回

付一子関係 (2)

①岡野･tJi木･校本:ニホソザルの飼育非団におけ

る現仔Rqの心理学的考窮 (多摩動物園サル山にお

ける税窮)

◎烈日 :勝山野生ニホソザル袋田における幼作とJjS
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田成員とのinteraction

-生後10カ月間のメス2個体の場合-

◎碓井･.点マキ実険における母子関係

◎四郎:高崎山自然群で観察されたニホソザルの母

一子関係

⑤凍 (悼):fg:一子関係と個体差

一串良自然群における観察-

hT･lLLj)

柑一子関係 (3)

①庶出 ･.オスの一生に与える母一子関係の影響

②況見 :親行動と子行動の系統発達的考察

◎榊;こホソザルの母子隔鮭と母子関係
(文責 西郁戯達)

LocomotionとPostureについて

のシンポジウム

期 日:1972年12月20日

参加rl･:約15名

かミュゼ-シElソの契機をなしたと思われる要因は多

岐にわたるので,それぞれの要因をテーマとするワーキ

ソ〆 ･グルーブが結成されて,はり下げた研究が行なわ

れることがEほ しい｡-庄立二足歩行については,ホミニ

t'-シ.,ソにおける主要因の一つとして,その起掛こ関

する研兜が.いろいろの側面からすすめられているが,

それらの成火の相互交換をはかるとともに,さらに多様

なLfFL‖J分即からのアプローチにより,新たな展望を得る

ことができるものと期待される｡

このような口約から,ホミニゼ-シきソ研究会では,

サブテーマの一つとして,locomotionとpostureをとり

あげ.下WL=のシソポジウムな開催した.

'trJ仝 :近雌四郎･池辺毅 (京大 ･霊長研)

1.出比桝の二足渉行
石田英実 (京大･理)

2. 四足渉行と二足歩行の足底力

木村 賛 (帝京大 ･医)

3. 出位に対する下肢骨の適応

馬場悠男 (千葉大 ･医)

4. ヒトの起立とアシ

水野祥太郎 (川崎医大)

5. 肪'Ltt図デジタル雌示法による背筋機能の研兜

古沢清書 (東大 ･医)

6.肪久担からみた姿勢と生活
岡田守彦 (京大･盟技研)

7. 出晴と姿勢の問題

河合雅雄 (京大･霊長研)

8. bipedalism と1∝omotionpattem一用語使用の換

討の必要性

岩本光雄 (京大･霊長研)

9.bipedalism の意義

江原昭蕃 (京大･望共研)

討論者 :猪口晴一郎 (昭和大･医),留田 守 (お茶の水

女子大 ･家政),真野範- (jli京都神経科学総

合研)ほか

シソポジウムの最後に 1∝omotionとpostureの研兜

推進のための今後の方針や問題点が討諭された｡その結

栄,今回の参加者を中心とするワ-キソグ･グループ

(世話人 :近藤四郎･岡田守彦)を結成し,共同研究を

ふくむよりイソテソシヴな7プT,-チをめざすとともに

研究会等により,討論を深めてゆくべきことが確認され

た｡ (文式 岡四守彦)

第 3回ホミニゼ-ション研究会

期 日:1973年3月23-24日

参加者 :約30名

第1日

発達の部

司会 岩本光雄 (京大 ･霊長研),水馴 Y:･城(日本

モソキ一･七ソクー)

1.人掛こおける歯冠形態の発途

埴原和郎 (力三大･理)

2, 経鮫の効果について一比較行動学的アブp-チ

非探允子 (-);(大･ii.1技研)
3.いくつかの行動からみたニホソザルの苑迫

四郎疏迅 (克く大･出lと研)

4. ニホソザルの社会的行動の発迫

糸魚川直枯 (阪大 ･文)

節2日

言語･コミュニケ～シ{/の部

司会 伊谷純一郎 (京大 ･理)

1. 脳のはたらきと言語

河内十郎 (-1r手帳大 ･文)

2.言語の普遍的桝迄と生得説について

祁Fi昭雄 (段大 ･文)

3. 突放的行動分析からのアプローチ

牧野俊夫 (3;ミ大･㍊技研)
4. ニホソザルの性行動にみられる記号

校本知郎 (右ミ大 ･理)

5. コドそのあそび仲間を通してみたこホソザルの

コミュニケ～シ ュン′

森 梅代 (京大･霊長研)

6.視覚言語の位得-チソ′くソti7-の切合

畠伏靖子 (京大･霊長研)
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